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一般廃棄物の収集・運搬等に関する契約書

（以下甲という）と丸三角　環境開発　株式会社

（以下乙という）は、東村山工業株式会社

一般廃棄物の処理業務に関し次の通り契約を締結する。

《作業場所》

所　　在　　地 和歌山県和歌山市久保丁4500番地

名　　　　　称 加太海岸線　きれいなビーチ

運　　搬　　先 運搬先の情報

排出場所コード 123456

推定月間排出量 10t

記

第 １ 条（業務内容）
　　　　甲及び乙は、作業場所において次の仕様による業務を行う。
　　１　甲は、建物内の有価物回収及び廃棄物の収集作業を行う。
　　２　甲は、廃棄物を一般廃棄物、産業廃棄物、有価物、危険物等に分別するとと
　　　もに適正に保管・管理する。
　　３　乙は、甲の廃棄物保管場所の清掃を行う。
　　４　甲は、有価物の積極的な選別・回収に努め、廃棄物の減量に努める。
　　５　甲は、一般廃棄物、有価物等の種別計量を行い排出量を記録する。
　　６　甲は、その他、建物内の廃棄物の減量、リサイクル等に努める。
　　７　甲は、１日平均１００kg（月量３トン）以上の事業系一般廃棄物を乙に委託
　　　して区長の指定する処理施設に運搬する場合、建物毎に運搬の都度、甲は、マ
　　　ニフェスト伝票に必要事項を記入して乙に交付する。乙はマニフェスト制度の
　　　手続きに基づき措置する。
　　８　乙は、特別区の区長より承認された事業系一般廃棄物〔厨芥・木くず・紙く
　　　ず・繊維くず〕を当該建物の廃棄物保管場所から収集し、特別区の区長が許可
　　　した運搬車両で区長の指定する処理施設に運搬する。乙は、一般廃棄物を収集
　　　するにあたっては、一般廃棄物処理基準を遵守する。
　　９　乙は、甲が第７号に該当しない場合、甲の一般廃棄物を収集運搬する都度、
　　　処理伝票を発行し、甲に収集量・運搬先などを報告する。

第 ２ 条（業務遂行）
　　　　乙は、従業員の身元並びに風紀、衛生及び作業規律の維持に関し、責任を持
　　　つとともに、甲の設備、器物、財産等の破損及び危険防止に留意する。

第 ３ 条（清潔保持）
　　　　甲及び乙は、それぞれ協力して廃棄物保管場所等の清潔保持に努めるととも
　　　に、火災等の災害予防に留意する。

第 ４ 条（法の遵守）
　　　　甲及び乙は、一般廃棄物の処理にあたり、関係する監督官庁が定める諸法令
　　　を遵守する義務を負う。

第 ５ 条（収集・運搬等の料金）
　　　　第１条第３号により甲が乙に支払うべき、廃棄物の保管場所の清掃料金等は、
　　　月当たり 1,500 円（消費税込）とする。
　　２　第１条第８号により甲が乙に支払うべき、収集・運搬料金は、１kgにつき
　　　 1,000 円（消費税込）とする。

第 ６ 条（契約料金の変更）
　　　　前条によるもののほか、経済事情に著しい変動があったとき、又は特別区の
　　　廃棄物処理手数料が改定された場合等正当な事由があったときは、甲乙間で協
　　　議するものとする。

第 ７ 条（損害賠償）
　　　　業務の遂行にあたり乙は、乙又は乙の従業員の不注意若しくは過失により、
　　　甲又は第三者に損害を及ぼしたときは、その賠償の責任を負う。ただし、甲又
　　　は第三者が不注意、若しくは故意により、物品器材等を廃棄物保管場所に置き、
　　　乙が廃棄物として処理し損害が発生しても、乙に責任がないものとする。



第 ８ 条（契約期間）
　　　　本契約の期間は、令和 7年 1月 1日から令和 7年 5月 31日までとする。
　　　また、期間満了の１ケ月前までに甲乙いずれも異議がない場合には、更に１年間
　　　更新するものとし、その後の期間満了においても同様とする。
　　　　ただし、乙が特別区の一般廃棄物収集運搬業の許可を喪失した場合、本契
　　　約は、自動的に解除するものとする。
　　２　乙が、法律等の違反行為を行い監督官庁から営業停止を受けた場合も前項と
　　　同様とする。これによって甲が受けた損害は、甲乙間で協議のうえ処理するも
　　　のとする。

第 ９ 条（契約の解除）
　　　　前条によるもののほか、甲乙いずれかの都合により、本契約の解除を必要と
　　　するときは２ケ月以前に文書をもって通知する。
　　２　甲又は乙が、第１条第７号に違反した場合、それぞれ本契約を解除できるも
　　　のとする。

第１０条（反社会的勢力の排除）
　　　　甲又は乙は、相手方につき次の各号のいづれかに該当したときは、催告その他
　　　手続きを要しないで、甲乙間で締結する本契約の全部又は一部を解除することが
　　　できる。
　　　(1)　甲又は乙（甲又は乙の役員、株主あるいは実質的に経営権を有する者等を含
　　　　　む。以下、本条において同じ）が、暴力団、暴力団員、暴力団準構成員、暴力
　　　　　団関係企業、総会屋、社会運動標榜ゴロ、政治活動標榜ゴロ、特殊知能暴力集
　　　　　団またはこれらに準ずるもの（以下「反社会的勢力」というである場合、又は
　　　　　反社会的勢力であった場合。
　　　(2)　甲又は乙が、反社会的勢力と人的、資本的または経済的（不当な利益供与を
　　　　　行う経済取引を含む）に関係があると認められた場合。
　　　(3)　自ら反社会的勢力であることを標榜し、又は自らの関係者が反社会的勢力で
　　　　　あると標榜する場合。
　　　(4)　甲又は乙が自らあるいは第三者を利用して、相手側に対して、詐術、暴力的
　　　　　行為、又は脅迫的言辞を用いた場合。
　　　(5)　甲又は乙が自らあるいは第三者を利用して、相手側の名誉や信用等を毀損し、
　　　　　又は毀損するおそれのある行為をした場合。
　　　(6)　甲又は乙が自らあるいは第三者を利用して、相手側の業務を妨害した場合、
　　　　　又は妨害するおそれのある場合。
　　　(7)　甲又は乙が自らあるいは第三者を利用して、違法行為または法的責任を超え
　　　　　た不当要求行為をした場合。
　　　(8)　甲又は乙が継続して、あるいは反復して法令に違反し、又は公序良俗に反す
　　　　　る行為や事業を行っている場合。
　２　甲又は乙は、本条の規定により、この本契約又は個別契約の全部又は一部を解除
　　　した場合、解除した当事者である甲又は乙の被った損害について、被解除当事者と
　　　なる相手方に損害請求することができる。
　３　甲又は乙は、本条の規定により本契約又は個別契約の全部又は一部を解除した場
　　　合、被解除当事者となる相手方に損害が生じても、これを一切賠償しない。

第１１条（反社会的勢力でないことの表明）
　　　　甲、乙は、前条第１項(1)、(2)および(8)に規定するものでないことを表明し、保証す
　　　る。

第１２条（契約外の事項）
　　　　本契約以外に取り決めた事項は別紙特記事項にて記載する。
　　　その他定めのない事項又は、各条項の解釈につき疑義を生じたときは、
　　　甲乙各々誠意を持って協議し解決するものとする。

本契約締結の証として、本書2通を作成し、甲、乙各々記名押印の上、各1通保有する。

令和 7年 5月 12日

甲 ： 和歌山県和歌山市中之島255-8

丸三角　環境開発　株式会社

代表取締役　山田太郎

乙 ： 和歌山県和歌山市小雑賀38900番地

東村山工業株式会社

代表取締役　東村次郎


